
Dr.ジーアの
Myカルテ

Mhp/PCR
PRRS/PCR
PCV2/PCR
レンサ球菌/分離
App/分離
Pm/分離
Hps/分離

0 10 20 30
（%）

2型 75%

5型 12%

1型 9%

6型 4%

冬は寒さのため、豚舎の管理は保温重視となり換気量が低下しがちです。
換気量が低下すると呼吸器病にかかりやすくなります。今回は呼吸器病の
うち、肥育期に起こりやすい豚胸膜肺炎（Ａｐｐ）について紹介します。

　Ａｐｐはアクチノバチルス・プレロ
ニューモニエという細菌によって
引き起こされる、肥育期に多い呼吸
器病です。主な症状は食欲減退、
発熱、元気消失、咳などで、重症化
すると絞り出すような咳や呼吸困難
を示し、急性経過で死亡します。ＰＲ
ＤＣ（豚呼吸器病症候群）のベース
となるＰＲＲＳ、サーコ、マイコプラズ
マなどの感染があると重症化しやす
く、寒暖差が大きい場合や隙間風
などによる寒冷ストレス等が引き金
となって死亡事故につながります。
Appによる肥育段階の事故は経済
的損失が大きい問題です。

　クリニックセンターにおける2019

年度検査結果について、豚の肺から
の7種類の病原体の検出率を集計す
ると、Hps（グレーサー病の原因
菌）を除く6種類の病原体の検出
率に大きな差はありませんでした

（図1）。分離されたＡｐｐ 56株の型
別検査では、2型が最も多く、次い
で5型、1型でした（図2）。市販のＡ
ｐｐワクチンは1型・2 型・5 型 によ
るAppの予防に有効です。
　Ａｐｐは豚群内で水平感染するの
で、ロット間の感染防止に配慮した
ピッグフローやオールイン・オール
アウトの管理と豚舎の洗浄消毒が
大切です。発症豚はできるだけ隔
離して個体治療をします。ＰＲＤＣ
のベースとなるＰＲＲＳ、サーコ、マ
イコプラズマ等が蔓延している農場
では、これらの対策を合わせて行う

事がＡｐｐによる事故を防ぐ事につ
ながります。
　呼吸器病の対策には保温と換気
とをバランスよく実施する事が大切
です。腹ばい体位で同じ方向を向い
ていたり、餌箱や壁に寄り添って
寝ている場合は豚が寒がっているサ
インです。舎内温度を確認する時
は、温度計を豚の高さ（人の膝くら
いの高さ）に合わせて計測する事が
有効です。換気をする時は、舎内温
度が急激に下がらないよう、日中の
比較的暖かい時間に換気扇をゆっ
くりと回す等の工夫をしましょう。
また、豚に直接風が当たらないよ
うにカーテンを調節する、ビニール
シートを張る、寝床や豚房の周囲を
コンパネで覆うなどの対策が効果的
です。

図1．豚の肺からの病原体検出率（2019年度） 図2．分離されたＡｐｐの型別検査結果（2019年度）
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【各病原体の名称】Ｍｈｐ：マイコプラズマ・ハイオニューモニエ、ＰＲＲＳ：豚繁殖・呼吸
障害症候群、ＰＣＶ2：豚サーコウイルス2型、Ａｐｐ：アクチノバチルス・プレロニューモニ
エ、Ｐｍ：パスツレラ・マルトシダ、Ｈｐｓ：ヘモフィルス・パラスイス
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